



































































































































































































































































































































































































































































































































1 調査研究がどのような事をするのか最初はわからなかった 19 8 9 1
2 調査研究の話を聞いて，わくわくした 3 19 14 1
3 調査研究は楽しそうだなと思った，興味関心を持った 9 15 12 1
4 テーマを決めるのが大変だと思った 20 5 8 4
5 テーマを決めるのが楽しみだった 4 21 10 2
6 テーマを決めるのはわりと早かった 13 13 10 1
7 自分でテーマを決めることに調査のやりがいを感じた 12 20 4 1
8 研究目的を決めるのにいろいろと頭を思い巡らした 17 12 8 0
9 研究目的はどちらかといえばすんなりと決まった方だ 13 10 14 0
10 調査内容をネットや本などで調べるのが楽しかった 13 17 7 0
11 調査内容を調べていくうちにさらに興味がわいた 24 11 2 0
12 調査内容を調べていくうちにさらに理解が深まった 28 7 2 0
13 調査は主にネットで行った 29 7 1 0
14 自分で決めたテーマについて調査するのが楽しかった 19 15 3 0
15 他の授業にはない調査研究独自の面白さ，やり甲斐があった 14 13 10 0
16 調査内容をまとめるのが楽しかった，充実していた 13 18 6 0
17 調査内容をまとめるのは大変そうだったが，とてもためになった 18 15 4 0
18 まとめと考察を考えることが頭の整理につながった 16 14 7 0
19 まとめと考察はどちらかといえばすぐに書けたほうだ 10 10 11 6
20 調査研究で研究テーマの目的が明らかになった 16 19 2 0
21 レポートを書くのはどちらかといえば楽しい方だ 9 7 15 6
22 起承転結など，レポートの書き方が理解できた 9 19 8 1
23 目的，まとめ・考察が明瞭であり，レポートの完成度は高めの方だ 3 14 17 3
24 プレゼン資料（パワーポイント）の作成には力が入った 23 10 4 0
25 プレゼン資料（パワーポイント）の作成は比較的楽しかった 20 10 7 0
26 プレゼン資料の作成はためになったし，今後，活用できる 19 16 2 0
27 研究発表のプレゼン資料の作成方法が理解できた 21 12 4 0
28 プレゼン発表はどちらかといえば楽しいと思った 10 15 12 0
29 レポート作成全体を通して（経験して）良かった 25 10 2 0
30 プレゼン資料作成全体を通して（経験して）良かった 23 12 2 0
31 プレゼン発表全体を通して（経験して）良かった 26 9 2 0
32 調査研究全体を通して（経験して）勉強になった，ためになった 24 12 1 0
33 調査研究はレポートを作成する力がついた 13 18 6 0
34 調査研究は情報収集能力，情報をまとめ活用する能力がついた 16 16 5 0
35 調査研究はプレゼン発表力，伝達力が身についた 10 22 5 0
36 調査研究で学習した経験は今後活用することができる 21 16 0 0
37 調査研究はとても役に立つ授業だと思った 18 14 5 0








































































































































































































































































































































6）Fink, L. D. (2003). Creating significant learning expe-
rie-nces : An integrated approach to designing college
courses. San Francisco, CA : Jossey-Bass.
7）木村 充，山辺恵理子，中原淳（2015）．東京大学
－日本イノベーションセンター共同調査研究高等学校
におけるアクティブラーニングの視点に立った参加型
授業に関する実態調査2015：第一次報告
参考文献
1）川喜多二郎．（1986）．KJ法－渾沌をして語らしめ
る（中央公論社）
2）能勢保幸（2011）．教育実習経験による視点の変化
とそれが教材研究に及ぼす影響について－半構造化面
接法による「語り」データの分析から－．北海道心理
学研究第34号
3）アクティブ・ラーニングの視点と資質・能力に関す
る参考資料（平成28年2月24日，教育課程部会 総
則・評価特別部会）（平成28年2月，教育課程部会，
産業教育WG資料7）
4）主体的・対話的で深い学びの実現（アクティブラー
ニングの視点からの授業改善について（イメージ）
（案）（平成28年度5月9日，教育課程部会 高等学校
部会資料8（会議後修正））
5）次期学習指導要領に向けたこれまでの審議のまとめ
（案）（平成28年8月19日教育課程部会 教育課程企画
特別部会資料2－1）
6）新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向け
て～生涯学び続け主体的に考える力を育成する大学へ
（答申）～（平成24年8月中央教育審議会）
7）中央教育審議会教育課程部会「審議のまとめ」アク
ティブラーニングの3つの視点（平成28年8月26日）
アクティブラーニングの視点に立った教科教育指導
－88－
